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内

容

概  要 

太陽光エネルギーを使って二酸化炭素から燃料化学物質を作り出す人工光合

成は、地球の未来のためにぜひとも発展させなければならない重要な技術で

す。本研究室では、植物の光合成の仕組みを参考にしながら、人工光合成の実

現に向けてさまざまな可能性を試しています。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

太陽光の利用は発電技術が先行して実用化されていますが、電気エネルギーは

必ずしも万能ではありません。交通機関の動力源や、化学工業の原料として、

燃料化学物質は今後も絶対に必要です。光エネルギーを利用して物質を合成す

る光合成は、炭素資源の枯渇に対処できる唯一の技術と言えます。 

本技術の 

有用性 

本研究室の基本方針は、有機化合物を中心に人工光合成を組み立てることで

す。有機化合物は資源量に制約がなく、廃棄物処理にも原理的・本質的な問題

がありません。無機物質を使うアプローチに比べて、投入するエネルギーも少

なくてすみます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 光反応実験の様子 光反応用セルの試作品 

適用可能製品 
小型軽量の太陽エネルギー蓄積装置など 
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